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研究成果の概要（和文）：本研究では、中国辺境地域が、市場経済や国家による開発に組み込まれる過程で、均
一的な文化の受容を通して地域社会を変容させながらも、少数民族独自の伝統や文化を継承していく様態を明ら
かにすることに努めてきた。それは、グローバリゼーション時代において直面せざる得なくなった多文化社会の
あるべき方向性を模索する作業で、そこには多重の人為的な「境界」による他者性を生きながらも、そうした
「境界」を使い分けている構造があったといえる。

研究成果の概要（英文）：In this research, we have tried to reveal how the remote border areas in 
China continue to inherit the unique traditions and culture of ethnic minorities, while transforming
 their communities through the acceptance of homogeneous culture in the process of either being 
incorporated into the market economy or the development projects by the state, among others. It can 
be said that this was an effort of seeking toward an unavoidable multicultural society in the era of
 globalization, amidst the existence of otherness due to multiple artificial “boundaries,” and 
that there was a structure using that “boundaries” differently. 

研究分野：社会学、民俗学、文化人類学的アプローチから日中韓の地域・民族を研究
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１．研究開始当初の背景 
中国社会の経済発展は、都市部だけでなく、
国家権力が長い間実質的に及ぶことのなか
った内陸部の辺境地域にまで及んでいる。こ
うした地域は歴史的に、複数の少数民族がそ
れぞれの伝統や文化を継承しながら、共存し
てきた。 
 中国の雲南省の場合、明の時代から中国王
朝の版図に組み込まれてはいた。だが、実際
には、古典中国の統治形態は各地域の自立性
を前提にしており、雲南省の場合も例外では
なかった。それは、20世紀初頭に雲南省を調
査した鳥居龍蔵の記録にも明らかであり、実
際には、地域の土司が、実質的、政治的、経
済的に支配していた。土司の多くは、漢族化
した「少数民族」であると言われているが、
一方で漢族以外の「民族」は、文化的な同一
性を保ちながら、相対的に自立した生活を営
んでいた。しかし、中華民国の統治下で自由
を享受していた土司たちは、第二次世界大戦
後の国民党と共産党による内戦で国民党軍
に協力し、共産党によって、その支配に終止
符が打たれた。中華人民共和国の誕生は、こ
の地域における初めての本格的な近代国家
の成立を意味する。そして、1990 年代から
は、こうした地域にも市場経済が浸透するよ
うになり、国家による開発が進められている。
しかし、人文・社会科学において、地域の自
立性がもつ社会的意味について根本から問
う研究は乏しい。 
 
２．研究の目的 
研究目的は、中国辺境地域が、市場経済や
国家による開発に組み込まれる過程で、画一
的な文化の受容を通して地域社会を変容さ
せながらも、少数民族独自の伝統や文化をど
のように継承しているのかを明らかにする
ことである。また、そこから、文化的多様性
や多民族共生のあるべき方向を明確にする
ための知見を提供する試みである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、中国雲南省新平イ族タイ族自
治県に焦点を当て、国家権力とは無縁だった
少数民族を国家制度のなかに組み込む様態
に着目した。特に、国家が一方的に少数民族
を包摂するのではなく、少数民族も相対的な
自立性を確保するための戦略を駆使してい
る点を重要な論点として捉えている。 
何より中国における中央と地方の関係は
単純な上下関係ではなく、さまざまな利益分
配の関係、つまり国家、集団と個人の利益が
密接に関連している。そうしたなかで、辺境
においては、国家は自明のものではなく、社
会を律するうえで、最も重要な単位は別にあ
ると想定できる。国家を前提としながらも、
国家を超えたさまざまな位相における交流
と移動が頻繁になった今日、元来、外部から
の影響を最小限にとどめることで成り立っ
てきた社会が、どのような変化を遂げるのか

は、世界的視点から見ても重要である。また、
もし、こうした社会にまで、グローバリゼー
ションの波が押し寄せてきているとしたら、
そこに、近代国家成立以前はもちろんのこと、
近代国家成立直後とも異なる新たな社会の
姿が現れていることを見て取れる可能性が
あり、まさに社会学の研究対象として構成さ
れる意義があるのである。 
 そこで、本格的な近代国家の形成を意味す
る中華人民共和国成立以降、国家権力とは無
縁だった人々と地域を国家制度のなかに組
み込んでいく動きに注目した。先ず、「民族
識別工作」による民族名称の確定過程を近代
化政策の一環として捉える。次いでは、改革
開放以後のグローバル化のなかで、成長の基
盤としての近代国家制度を整備と、経済的に
急速に成長していることとの密接な関係性
を問い直す。 
 
４．研究成果 
本研究では、中国辺境地域が、市場経済や
国家による開発に組み込まれる過程で、均一
的な文化の受容を通して地域社会を変容さ
せながらも、少数民族独自の伝統や文化を継
承していく様態を明らかにすることに努め
てきた。結果的に、第一に、民族名称や民族
の「境界」が、近代国家の整備をめぐる政策
の一環として「つくられた」ことと、それに
よって人びとが多重的民族構造を生きるよ
うになったことを確認した。第二に、改革開
放以後のグローバル化のなかで、そうした民
族「境界」は、急速な経済成長のなかで必ず
しも「排除」と「包摂」の対象を区分する機
能を果たしたわけではなく、受動的に「境界」
を生きざるを得なかった人びとによって利
用される「資源」としての意味を持っている
ことを確認した。 
それは、グローバリゼーション時代におい
て直面せざる得なくなった多文化社会のあ
るべき方向性を提案するものであり、多重の
人為的な「境界」が存在するなかで、人びと
がそうした他者性を生きながらも、「境界」
を戦略的に使い分けている構造を見出した
ことに大きな成果があった。そしてそれは、
近代社会学の西欧型「社会」における「排除」
と「包摂」の二元論を超える社会調査として、
アジア的「社会」へのリアリティのある模索
としても重要な研究意義があったといえる。 
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